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ど
防
災
訓
練
車
」
を
使
っ
た

放
水
消
火
訓
練
で
は
、
訓
練

車
の
内
部
に
描
か
れ
た
火
災

を
想
定
し
た
的
に
水
を
当
て

る
。
学
生
た
ち
は
ホ
ー
ス
か

ら
出
る
水
の
圧
力
を
体
感
し

な
が
ら
挑
戦
し
た
。

　
学
生
団
体
の
Ｓ
Ｋ
Ｖ
（
専

修
神
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

は
、
炊
き
出
し
の
豚
汁
提
供

と
防
災
袋
で
作
る
非
常
食
ナ

ポ
リ
タ
ン
の
料
理
指
導
を
担

当
し
た
。
代
表
の
中
田
千
聖

さ
ん
（
法
３
）
は
「
こ
れ
を

機
に
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

ス
料
理
を
食
べ
た
こ
と
は
あ

る
が
、
今
日
の
料
理
の
方
が

断
然
お
い
し
か
っ
た
。
普

段
、
ゼ
ミ
の
活
動
は
資
料
の

輪
読
や
発
表
が
主
だ
が
、
料

理
を
す
る
こ
と
で
交
流
が
深

ま
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
完
成
し
た
料
理
を
囲
ん
で

の
食
事
会
に
は
、
飯
沼
教
授

や
来
日
中
の
商
学
部
海
外
客

員
教
授
の
サ
イ
ポ
ン
・
コ
ン

マ
ニ
ラ
氏
ら
も
加
わ
り
歓
談

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
ス
ダ
ト
ー
ン
さ
ん
は
食
事

会
前
日
、
都
内
の
専
門
店
に

行
っ
て
肉
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
求

め
、
自
ら
ひ
き
肉
に
し
て
臨

ん
だ
。「
ラ
オ
ス
料
理
は
食

材
選
び
か
ら
調
理
ま
で
時
間

を
か
け
て
丁
寧
に
作
る
。
日

本
人
に
は
な
じ
み
が
薄
い
と

思
う
が
、
機
会
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ
試
し
て
ほ
し
い
」
と
言

う
。

　
飯
沼
ゼ
ミ
長
の
加
藤
力
丸

さ
ん
（
３
年
次
）
は
「
ラ
オ

　
経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

の
飯
沼
健
子
ゼ
ミ
生
ら
30
人

が
６
月
13
日
、
国
際
交
流
会

館
の
食
堂
で
ラ
オ
ス
料
理
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
食
事
会
を

開
い
た
。
指
導
は
ラ
オ
ス
国

立
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科

か
ら
の
交
換
留
学
生
ブ
ン
ヤ

ラ
シ
ー
・
ス
ダ
ト
ー
ン
さ
ん
。

　
飯
沼
教
授
は
ラ
オ
ス
や
タ

イ
の
地
域
社
会
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
て
お
り
、
ゼ
ミ
生
は

ラ
オ
ス
関
係
者
と
交
流
す
る

機
会
が
多
い
。
ス
ダ
ト
ー
ン

さ
ん
が
料
理
好
き
だ
と
飯
沼

教
授
か
ら
聞
い
た
ゼ
ミ
生
が

「
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い
」
と

希
望
し
実
現
し
た
。

　
ラ
オ
ス
料
理
は
、
も
ち
米

や
肉
、
魚
、
野
菜
を
ベ
ー
ス

に
香
草
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

て
調
理
す
る
。
こ
の
日
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
青
パ
パ
イ
ア
の

サ
ラ
ダ
（
タ
ム
マ
ー
ク
フ

ン
）
▽
鶏
ひ
き
肉
の
香
り
炒

め
（
ラ
ー
プ
）
▽
タ
ケ
ノ
コ

ス
ー
プ
▽
果
物
と
コ
コ
ナ
ツ

の
デ
ザ
ー
ト
｜
｜
な
ど
。

　
い
ず
れ
も
ラ
オ
ス
の
代
表

的
家
庭
料
理
で
、
ゼ
ミ
生
た

ち
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が

ら
ラ
オ
ス
製
の
陶
の
臼
と
棒

状
の
杵
を
使
う
な
ど
し
て
料

舌
つ
づ
み
打
ち

歓
談

　
地
震
や
火
災
発
生
に
備

え
、
防
災
訓
練
や
応
急
救
護

を
体
験
す
る
「
第
７
回
Ｂ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ア
」
が
６
月
28

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

　
学
生
、
教
職
員
や
地
域
の

方
々
な
ど
１
５
１
人
が
参

加
。
神
田
消
防
署
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
震
度
７
の

揺
れ
や
煙
が
充
満
し
た
状
態

な
ど
を
疑
似
体
験
し
、
消
火

活
動
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
、

物
干
し
ざ
お
と
毛
布
を
利
用

し
た
担
架
作
り
な
ど
、
非
常

時
に
適
切
に
行
動
す
る
方
法

を
学
ん
だ
。
担
架
作
り
の
参

加
者
は
「
身
の
回
り
の
も
の

が
役
立
つ
こ
と
を
知
っ
た
。

頭
に
入
れ
て
お
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　
今
回
初
め
て
の
「
ま
ち
か

　
地
域
清
掃
活
動
「
２
０
１

９
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
　
Ｔ
ｏ
ｗ

ｎ
」
が
７
月
６
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
学

生
と
地
域
の
方
々
が
協
力
し

て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
ゴ

ミ
を
拾
っ
た
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
Ｃ

ｌ
ｅ
ａ
ｎ
　
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
は
２

０
１
０
年
に
始
ま
り
今
年
で

10
回
目
。
時
折
雨
が
ぱ
ら
つ

く
中
、
Ｓ
Ｋ
Ｖ
（
専
修
神
田

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
メ
ン
バ

ー
を
は
じ
め
と
し
た
学
生
、

地
元
の
町
会
の
方
々
、
神
田

警
察
署
の
署
員
、
本
学
教
職

員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　
参
加
者
は
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
着
て
、
火
バ
サ
ミ
や

ほ
う
き
を
手
に
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
最
寄
り
の
水
道
橋

駅
、
神
保
町
駅
、
九
段
下
駅

の
３
方
向
に
分
か
れ
て
歩
い

た
。

　
雨
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

街
に
ゴ
ミ
は
少
な
く
、
毎
年

参
加
し
て
い
る
Ｓ
Ｋ
Ｖ
の
メ

ン
バ
ー
は
「
ゴ
ミ
の
総
量
は

い
つ
も
の
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

の
７
割
程
度
」
と
み
る
。
そ

れ
で
も
中
に
は
使
用
済
み
の

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
が
捨

て
ら
れ
て
い
た
。

　
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
参
加

し
た
髙
野
良
太
さ
ん
（
経
営

２
）
は
「
全
体
的
に
き
れ
い

だ
っ
た
が
、
路
上
喫
煙
禁
止

な
の
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が

目
立
っ
た
。
ポ
イ
捨
て
は
や

め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

た
。

指
導
は
交
換
留
学
生

理
に
挑
戦
し
た
。
ス
ダ
ト
ー

ン
さ
ん
の
見
事
な
包
丁
さ
ば

き
に
は
感
嘆
の
声
が
上
が
っ

た
。

完
成
し
た
ラ
オ
ス
の
家
庭
料
理

に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら
楽

し
く
語
り
合
う
ゼ
ミ
生
ら

青
パ
パ
イ
ア
の
調
理
の
手
本
を
見
せ
る
ス
ダ
ト
ー
ン
さ
ん

ラオス料理に挑戦

経済・飯沼ゼミ生

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

防
災
体
験
イ
ベ
ン
ト

と
と
も
に

地域
社
会
貢
献
活
動

神
田
で
清
掃
活
動

「まちかど防災訓練車」を使った放水消火訓練

炊き出しの豚汁を提供するＳＫＶ

力
を
合
わ
せ
て
ゴ
ミ
を
拾

う
参
加
者
た
ち

　
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学

科
の
小
山
内
伸
ゼ
ミ
（
ゼ
ミ

生
36
人
）
は
６
月
24
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
ー
ニ
ン

グ
シ
ア
タ
ー
２
０
１
で
初
め

て
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
４

／
１
　
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
』

を
上
演
し
た
。

　
ゼ
ミ
生
の
内
田
里
奈
さ
ん

（
４
年
次
）
が
昨
年
度
の
懸

賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
（
学
生
部
主
催
）
で
柘

植
光
彦
文
学
賞
を
受
賞
し
た

戯
曲
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化
し

た
も
の
で
、
構
成
、
演
出
、

出
演
す
べ
て
を
小
山
内
ゼ
ミ

が
担
っ
た
。『
明
日
は
エ
イ

プ
リ
ル
・
フ
ー
ル
』
な
ど
、

劇
中
歌
８
曲
の
う
ち
７
曲
は

小
山
内
教
授
が
作
曲
し
た
。

　
女
子
４
人
が
エ
イ
プ
リ
ル

・
フ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
た
わ

い
の
な
い
「
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー

ク
」
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

そ
の
話
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
重
大
な
秘
密
が
隠
さ
れ
て

い
た
…
。
４
人
が
過
去
と
ど

う
向
き
合
っ
て
い
く
か
を
問

う
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
の
物

語
。
会
場
に
は
演
劇
評
論
家

も
訪
れ
、
学
生
た
ち
の
若
々

し
い
演
技
や
歌
を
楽
し
ん
で

い
た
。

　
演
劇
好
き
が
集
ま
っ
て
い

る
小
山
内
ゼ
ミ
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
ど
の
演
劇
評
論
家

と
し
て
も
活
躍
す
る
小
山
内

教
授
の
指
導
の
下
で
、
現
代

日
本
の
演
劇
作
品
に
つ
い
て

考
察
や
分
析
手
法
を
学
び
、

理
解
力
、
表
現
法
を
磨
き
劇

評
を
書
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　
劇
評
を
書
く
た
め
に
芝
居

を
作
る
側
の
経
験
を
し
た
い

と
ゼ
ミ
生
は
、
昨
年
も
台
本

を
手
に
し
て
の
ゲ
ネ
プ
ロ
公

開
で
創
作
劇
を
披
露
。
今
回

は
90
分
と
い
う
長
丁
場
で
、

３
回
の
全
体
練
習
を
こ
な
し

て
本
格
上
演
に
臨
ん
だ
。

　
演
出
、
主
演
と
劇
中
歌
の

作
詞
も
担
当
し
た
ゼ
ミ
長
の

矢
内
有
紗
さ
ん
（
３
年
次
）

は
舞
台
を
終
え
て
、「
一
つ

の
舞
台
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
い
か
に
大
変
な
こ
と
か
分

か
っ
た
。
限
ら
れ
た
条
件
の

学
内
上
演
だ
が
、
ゼ
ミ
生
全

員
が
力
を
合
わ
せ
て
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
し
て
話
し

た
。

初
の
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演

文・小山内ゼミ　『4/1 STORIES』

初のミュージカルで熱演する小山内ゼミ生

小
山
内
教
授
を
囲
ん
で


